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小教区名 信　徒　総　数 世帯数 洗　礼 ミ サ 参 加 者 結　　　婚
死亡者信者

同士
信徒・
他宗教

他宗
同士男 女 計 幼 児 成 人 主　日 復活祭 降誕祭

浦 上 3,153 3,870 7,023 1,559 51 25 3,500 5,000 6,000 9 0 1 63
稲 佐 418 491 909 298 6 8 300 400 500 0 3 0 8
城 山 1,252 1,470 2,722 765 21 8 750 950 1,200 0 9 1 26
西 町 1,118 1,303 2,421 758 11 5 800 1,500 1,500 0 8 0 21
本 原 965 1,141 2,106 520 16 1 700 1,000 1,200 0 0 0 15
三 ツ 山 131 170 301 74 4 1 180 230 250 0 3 0 3
中 町 579 766 1,345 467 2 5 350 380 450 3 13 10 13
神 ノ 島 212 267 479 167 8 0 250 350 400 0 2 0 7
木 鉢 435 545 980 287 7 4 350 600 600 3 4 0 9
飽 の 浦 834 1,067 1,901 513 5 1 550 700 900 1 3 0 21
本 河 内 73 101 174 55 1 3 80 100 130 0 0 0 3
八 幡 町 174 238 412 125 0 3 130 150 170 0 0 0 3
愛 宕 町 273 515 788 221 2 0 200 350 500 1 4 0 7
大 浦 328 422 750 322 2 0 230 330 330 0 12 19 15
大 山 129 172 301 79 3 0 150 200 200 0 0 0 3
小 ヶ 倉 341 438 779 266 3 1 270 220 350 1 3 0 3
深 堀 566 638 1,204 362 12 4 300 350 500 1 4 1 6
香 焼 234 282 516 178 2 2 200 300 350 0 1 1 5
馬 込 161 247 408 214 3 0 265 325 300 1 7 3 10
滑 石 1,478 1,614 3,092 770 13 1 500 800 700 1 5 0 16
出 津 342 430 772 243 0 0 320 450 620 1 0 0 10
黒 崎 400 445 845 258 3 1 250 300 350 0 4 2 11
時 津 534 588 1,122 318 7 5 350 700 700 0 0 0 8
長 与 467 516 983 289 1 3 250 350 400 3 1 0 5
東 長 崎 580 716 1,296 335 12 13 350 500 650 2 0 0 5
植 松 778 868 1,646 470 7 4 600 650 1,000 1 5 0 15
水 主 町 341 431 772 211 8 2 200 250 300 0 6 0 2
諫 早 497 604 1,101 302 4 1 320 450 500 0 4 0 9
愛 野 18 42 60 31 0 0 20 40 100 0 2 0 1
島 原 80 85 165 78 2 1 50 100 200 0 0 2 1
湯 江 77 288 365 42 2 11 178 241 198 0 2 0 4
三 浦 町 510 670 1,180 385 5 0 400 600 800 0 4 1 13
鹿 子 前 320 386 706 188 3 1 200 250 300 0 2 0 4
俵 町 345 380 725 222 3 4 300 350 400 0 3 0 4
大 野 520 595 1,115 319 10 1 250 350 450 1 4 0 7
相 浦 524 624 1,148 475 14 5 500 700 700 2 9 11 12
浅 子 447 453 900 221 8 1 400 600 600 0 5 0 8
黒 島 267 293 560 228 4 0 300 450 450 0 1 0 17
太 田 尾 173 141 314 115 0 1 150 250 300 0 2 0 2
神 崎 835 867 1,702 353 12 0 500 800 900 2 10 0 8
褥 崎 402 371 773 213 7 2 350 550 600 1 1 0 4
大 崎 246 316 562 135 7 0 280 360 400 0 0 0 5
天 神 222 267 489 148 4 5 100 150 200 0 0 0 4
早 岐 311 340 651 175 2 4 185 240 280 0 2 0 2
平戸ザビエル 348 412 760 238 4 0 250 500 350 0 4 1 5
上 神 崎 260 263 523 156 4 5 250 300 300 0 0 1 5
宝 亀 168 187 355 92 3 1 200 280 300 1 3 0 9
田 平 368 426 794 230 7 0 400 700 750 1 2 0 9
紐 差 590 718 1,308 303 12 2 600 900 900 0 2 0 15
西 木 場 320 336 656 201 6 0 250 300 350 0 1 0 5
平 戸 口 321 435 756 221 4 0 240 400 400 0 2 0 5
山 田 138 190 328 62 2 1 200 350 350 0 3 0 3
青 方 155 175 330 112 2 3 160 200 230 1 0 0 2
大 曽 198 183 381 127 4 1 220 350 350 1 0 0 2
青砂ケ浦 624 632 1,256 411 10 1 400 650 650 1 1 0 11
丸 尾 217 212 429 129 3 0 200 300 300 0 0 0 2
仲 知 150 168 318 149 0 0 200 230 250 0 0 0 5
曽 根 299 292 591 205 5 0 400 450 450 1 4 0 5
鯛 ノ 浦 385 474 859 202 9 0 300 450 500 1 2 0 11
浜 串 237 239 476 205 2 3 300 350 400 0 1 0 6
桐 272 289 561 207 5 1 230 300 400 1 0 0 5

真手ノ浦 225 176 401 125 1 0 250 350 350 0 0 0 4
土井ノ浦 201 218 419 85 2 0 120 180 220 0 0 0 7
福 江 619 612 1,231 463 9 12 650 800 800 5 4 1 11
浜 脇 62 56 118 41 0 0 50 85 85 0 0 0 1
浦 頭 214 299 513 182 7 0 200 300 350 0 0 0 10
奈 留 190 216 406 130 5 3 200 400 300 0 0 0 9
水 の 浦 317 335 652 172 4 0 300 450 450 1 2 0 5
三 井 楽 137 217 354 154 2 1 260 350 400 0 1 0 11
貝 津 76 97 173 65 2 2 90 120 120 0 2 0 1
井 持 浦 86 84 170 62 0 0 60 90 100 0 1 0 1
合 計 29,267 34,414 63,681 18,483 411 173 23,838 34,051 38,333 48 183 55 583

５
月
18
日
㈰
雲
仙
メ
モ
リ
ア
ル
ホ
ー
ル
で
開
催
の

雲
仙
殉
教
記
念
祭
（
３
面
下
段
ポ
ス
タ
ー
参
照
）
は
、

〈
長
崎
中
地
区
主
催
〉

１
８
８
殉
教
者
の
列
福
式
に
向
け
て
巡
礼
企
画
の
お
知
ら
せ

◆
５
月
２
、
３
日
萩

津
和
野
（
浦
上
）
◆
６
月
７
、
８
日
小
倉

日
出
（
西
町
）
◆
７
月
５
、
６
日
天
草

有
馬

島
原

雲
仙
（
三
ツ
山
）

長崎大司教区現勢統計表 (2007年12月31日現在)

地　　　域 …… 長　崎　県 小　教　区…… 71
面　　　積 …… 4,096平方キロ 準 小 教 区…… 1
県　人　口 …… 1,482,146人 巡 回 教 会…… 60
カトリック …… （総数）64,754人 集　会　所…… 1

信徒数 司祭・他 計
2005年度（総数） 65,174人 1,104人 66,278人
2006年度（総数） 64,340人 1,074人 65,414人
2007年度（総数） 63,681人 1,073人 64,754人

　 　第951号　（昭和27年１月12日第三種郵便物認可） 　　　　2008年（平成20 年）5月１日（毎月１日発行）　（２） 　よ き お と ず れ

香
典
返
し　
　

お
礼
と
ご
報
告

　

殉
教
に
つ
い
て
キ
リ
シ
タ

ン
た
ち
は
ど
の
よ
う
に
教
え

ら
れ
て
い
た
の
で
し
ょ
う

か
。

　

１
５
８
７
年
の
秀
吉
の
伴

天
連
追
放
令
の
発
布
と
キ
リ

シ
タ
ン
大
名
高
山
右
近
の
改

易
事
件
は
、
迫
害
が
現
実
の

も
の
と
な
っ
た
だ
け
で
は
な

く
、
日
本
に
宣
教
師
が
１
人

も
存
在
で
き
な
く
な
る
日
が

来
る
こ
と
を
示
す
も
の
で
し

た
。
信
徒
た
ち
の
た
め
の

殉
教
に
対
す
る
教
育
は
緊

急
の
課
題
と
な
り
ま
し
た
。

天
正
少
年
使
節
の
帰
国
後
、

１
５
９
１
年
に
島
原
の
加
津

佐
で
印
刷
を
開
始
し
た
時
、

最
初
に
出
版
し
た
の
は
、
多

く
の
殉
教
者
の
伝
記
を
載
せ

た
「
サ
ン
ト
ス
の
御
作
業
」

と
い
う
聖
人
伝
で
し
た
。

　

さ
ら
に
１
５
９
６
年
頃
、

ゴ
ー
メ
ス
神
父
が
①
殉
教
の

意
味
と
偉
大
さ 

②
迫
害
の

際
に
と
る
べ
き
態
度 

③
殉
教

の
条
件 

な
ど
な
ど
を
具
体
的

に
述
べ
た
「
マ
ル
チ
リ
ヨ
の

書
」
を
出
版
し
、
キ
リ
シ
タ

ン
た
ち
に
配
布
し
た
と
報
告

さ
れ
て
い
ま
す
が
、
実
物
が

ま
だ
発
見
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。

　

と
こ
ろ
が
明
治
29
年
、
村

上
直
次
郎
博
士
が
キ
リ
シ
タ

ン
資
料
の
調
査
の
た
め
長
崎

県
庁
を
訪
れ
た
時
、
長
崎
奉

行
所
旧
蔵
の
古
写
本
を
発

見
、
こ
れ
を
写
し
取
り
ま
し

た
。
調
査
の
結
果
、「
浦
上

一
番
崩
れ
」
で
没
収
さ
れ
た

浦
上
の
潜
伏
キ
リ
シ
タ
ン
の

旧
蔵
品
で
あ
る
こ
と
が
判
明

し
、
そ
の
中
に
「
マ
ル
チ
リ

ヨ
の
書
」
の
写
本
と
思
わ
れ

る
一
連
の
文
書
が
あ
っ
た
の

で
す
。
後
に
姉
崎
正
治
博
士

が
①
マ
ル
チ
リ
ヨ
の
鑑 

②

マ
ル
チ
リ
ヨ
の
勧
め 

③
マ

ル
チ
リ
ヨ
の
心
得 

と
分
類

し
て
そ
の
著
「
切
支
丹
宗
門

の
迫
害
と
潜
伏
」
で
発
表
し

ま
し
た
。

　

実
は
こ
の
文
書
こ
そ

２
５
０
年
間
、
浦
上
キ
リ
シ

タ
ン
社
会
に
継
承
さ
れ
、
生

き
続
け
て
き
た
殉
教
の
精
神

を
示
す
も
の
だ
っ
た
の
で
す
。

　

こ
の
３

月
２
日
カ

ト
リ
ッ
ク

新
聞
と
長

崎
教
区
報

「
よ
き
お

と
ず
れ
」

初
の
試
み

で
発
行
さ

れ
た
合
体

号
に
つ
い

て
、
全
国

の
広
報
関

係
者
を
は

じ
め
、
教

区
内
の
読

者
か
ら
も
全
国
紙
、
ロ
ー
カ

ル
紙
の
役
割
、
紙
面
の
あ
り

方
な
ど
、
忌
憚
（
た
ん
）
の

な
い
意
見
が
寄
せ
ら
れ
た
。

合
体
号
の
反
響
は
大
き
い
。

　

カ
ト
リ
ッ
ク
新
聞
社
側
で

は
、
合
体
号
紙
面
に
つ
い
て

の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
し
な

い
と
い
う
こ
と
か
ら
、
長
崎

教
区
広
報
委
員
会
は
、
今
後

の
紙
面
製
作
の
参
考
と
い
う

こ
と
も
含
め
、
独
自
に
読
者

の
「
生
の
声
」
を
聞
こ
う
と

調
査
を
実
施
し
た
。「
世
界

広
報
の
日
」
を
機
に
、
回

答
の
す
べ
て
で
は
な
い
が
、

「
声
」
の
一
部
を
掲
載
す
る
。

▼
カ
ト
リ
ッ
ク
新
聞
と
長
崎

教
区
報
の
合
体
号
、
今
後
と

も
に
１
年
に
１
、２
回
ぐ
ら

い
試
み
て
も
い
い
か
と
思

う
。
他
の
教
区
報
も
同
じ
試

み
で
発
行
で
き
れ
ば
お
互
い

が
紙
面
づ
く
り
の
刺
激
に
な

る
の
で
は―

。（
東
京
Ｍ
）

▼
１
年
に
１
回
、
せ
め
て
３

年
に
１
回
で
も
合
体
号
が
発

行
で
き
る
と
、
世
界
と
日
本

の
教
会
と
の
つ
な
が
り
の
中

で
教
区
報
を
読
む
の
で
は
。

ま
た
カ
ト
リ
ッ
ク
新
聞
に
な

じ
み
の
な
い
方
々
も
手
に
す

る
と
興
味
を
持
っ
て
読
む
こ

と
が
で
き
る
。（
長
崎
Ｋ
）

▼
１
８
８
人
の
列
福
式
が
行

わ
れ
る
長
崎
の
情
報
を
他
県

の
方
々
に
も
読
ん
で
い
た
だ

く
企
画
は
、
長
崎
と
し
て
は

大
き
な
喜
び
と
感
謝
に
つ
な

が
っ
た
と
思
い
ま
す
。
新
司

祭
、
新
助
祭
誕
生
の
ニ
ュ
ー

ス
な
ど
全
国
の
人
々
も
喜
び

を
共
に
さ
れ
た
の
で
は
。（
長

崎
Ｓ
）

▼
合
体
号
を
拝
見
、
よ
い
着

想
と
思
い
ま
す
。
今
年
は
殉

教
者
の
列
福
式
、
新
し
い
神

学
院
の
設
立
と
い
う
日
本
カ

ト
リ
ッ
ク
に
と
っ
て
は
大
き

な
歴
史
的
証
言
の
年
で
す
か

ら
長
崎
か
ら
発
信
さ
れ
る
意

義
は
大
き
い
と
思
う
。
全
国

版
の
カ
ト
リ
ッ
ク
新
聞
に
書

き
き
れ
な
い
長
崎
で
の
詳
細

な
状
況
発
信
こ
そ
、
広
報
の

役
割
と
思
わ
れ
、
読
者
か
ら

歓
迎
さ
れ
る
で
し
ょ
う
。（
新

潟
Ｓ
）

▼
合
体
号―

。
教
会
は
高
齢

世
帯
が
多
く
、
活
字
が
小
さ

い
、
情
報
量
が
多
い
新
聞
は

不
人
気
で
す
。「
よ
き
お
と

ず
れ
」
に
世
界
、
日
本
の
教

会
に
つ
い
て
幾
つ
か
の
情
報

を
大
き
い
活
字
で
印
刷
し
て

い
た
だ
く
と
読
者
も
助
か
る

の
で
は
？　

新
聞
の
紙
質
で

す
が
配
布
す
る
と
き
、
カ
ト

リ
ッ
ク
新
聞
の
方
が
手
に
や

さ
し
い
で
す
。「
よ
き
お
と

ず
れ
」
は
指
を
切
る
こ
と
が

あ
り
ま
し
た
。（
平
戸
Ｎ
）

▼
合
体
号
を
発
行
す
る
た
め

に
、
長
崎
教
区
側
の
支
払
っ

た
代
償
も
大
き
か
っ
た
。
た

だ
し
、
記
事
が
全
国
の
カ
ト

リ
ッ
ク
信
徒
に
読
ま
れ
た
こ

と
で
、
長
崎
教
区
の
信
徒
に

読
ん
で
も
ら
え
ば
そ
れ
で
よ

い
と
い
う
姿
勢
で
は
い
け
な

い
こ
と
を
学
ぶ
機
会
に
な

り
、
収
穫
も
大
き
か
っ
た
。

互
い
に
刺
激
し
合
う
よ
い
機

会
を
与
え
て
も
ら
い
、
カ
ト

リ
ッ
ク
新
聞
社
の
編
集
部
・

営
業
部
に
感
謝
し
て
い
る
。

（
編
集
長
）

▼
「
比
ミ
ン
ダ
ナ
オ
島
発

”ハ
ウ
ス
オ
ブ
ジ
ョ
イ
（
喜

び
の
家
）“
展
」
開
催
中　

５
月
11
日
㈰
ま
で　

ナ
ガ
サ

キ
ピ
ー
ス
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム

▼
イ
エ
ズ
ス
会
立
山
修
道
院

お
知
ら
せ

●
祈
り
の
一
日　

①
５
月
10

日
㈯　

②
５
月
30
日
㈮　

③

６
月
12
日
㈭　

９
時
50
分
〜

15
時
半　

※
５
月
19
日
㈪
は

５
月
10
日
に
変
更
し
ま
し
た
。

●
と
も
に
祈
る
日
　々

①
５

月
24
日
㈯
〜
25
日
㈰　

②
６

月
14
日
㈯
〜
15
日
㈰　

初
日

17
時
〜
翌
日
15
時

℡
０
９
５（
８
２
１
）４
５
７
７

▼
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル･

オ
ル
ガ
ン･

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

･

イ
ン･

ジ
ャ
パ
ン
２
０
０
８

５
月
17
日
㈯
14
時　

浦
上
教

会　

３
千
円

問
合
先
・
Ｉ
Ｏ
Ｆ
Ｊ
長
崎
公

演
事
務
局

FAX
０
９
５（
８
２
１
）６
４
５
４

▼
公
開
聖
書
講
座
「
福
音
書

の
中
で
の
旧
約
聖
書
の
役

割
」　

６
月
12
日
㈭
19
時
〜

20
時
半　

カ
ト
リ
ッ
ク
セ
ン

タ
ー　

講
師
・
髙
見
三
明
大

司
教　

前
売
券
８
０
０
円

問
合
先
・
生
涯
養
成
委
員
会

℡
０
９
５（
８
４
１
）７
７
３
１

▼
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
２
０
０
８

「
国
家
と
差
別
」
〜
殉
教
者

を 

だ
さ
な
い
社
会
〜　

６
月

14
日
㈯
14
時　

カ
ト
リ
ッ
ク

セ
ン
タ
ー　

日
本
カ
ト
リ
ッ
ク

部
落
問
題
委
員
会
主
催

長
崎
カ
ト
リ
ッ
ク
神
学
院

●
深
堀
ス
ギ
ノ
様
（
浦
上
）

　

故
ミ
カ
エ
ル
深
堀
國
義
様

　

右
の
方
か
ら
神
学
生
養
成
の

た
め
に
、
香
典
返
し
に
代
え
て

ご
芳
志
を
賜
り
ま
し
た
。
お
礼

と
ご
報
告
を
申
し
上
げ
ま
す
と

と
も
に
故
人
の
ご
め
い
福
を
心

か
ら
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

ぶ
ど
う
園
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１
８
８
殉
教

者
を
「
知
る
」

「
学
ぶ
」「
子

供
た
ち
に
伝
え

る
」
―
―
、
こ

の
よ
う
な
思
い

を
込
め
、
下
五

島
地
区
の
カ
テ

キ
ス
タ
が
、
約

半
年
が
か
り
で

紙
芝
居
・
す
ご

ろ
く
・
カ
ル
タ
・

劇
の
台
本
を
こ

の
ほ
ど
完
成
さ

せ
た
。

　

カ
テ
キ
ス
タ

の
メ
ン
バ
ー
は
、

13
人
の
お
告
げ
の
マ
リ
ア
修

道
会
の
修
道
女
、
本
田
靖
彦

神
父
、
鶴
巻
健
二
神
父
。
月

に
１
、２
回
福
江
教
会
に
集

ま
っ
て
勉
強
し
、
共
同
作
業

を
行
っ
た
。
各
修
道
院
に

戻
っ
て
か
ら
も
限
ら
れ
た
文

献
と
時
間
の
中
、
３
〜
４
人

が
チ
ー
ム
を
組
み
、
完
成
に

こ
ぎ
つ
け
て
い
る
。

　

教
材
の
制
作
、
11
月
24
日

列
福
式
を
迎
え
る
１
８
８

殉
教
者
に
つ
い
て
、
子
供
た

ち
に
殉
教
者
を
身
近
な
も

の
と
し
て
、
ま
た
分
か
り

や
す
い
形
で
伝
え
る
に
は

ど
う
し
た
ら
い
い
か
検
討

し
た
が
、
適
当
な
教
材
と

な
る
も
の
が
見
当
た
ら
ず
、

そ
れ
で
は
自
分
た
ち
の
手

で
と
「
す
ご
ろ
く
」
は
「
世

界
を
歩
い
た
バ
テ
レ
ン　

ペ

ト
ロ
・
カ
ス
イ
岐
部
」
と

題
し
て
制
作
し
て
い
る
。

　

教
材
に
つ
い
て
下
五
島
地

区
の
カ
テ
キ
ス
タ
は
「
紙
芝

居
・
す
ご
ろ
く
・
カ
ル
タ
・

劇
の
台
本
を
Ｄ
Ｖ
Ｄ
に
ま
と

め
て
お
り
、
利
用
希
望
の
方
は
教
区

信
仰
教
育
委
員
会
に
ご
連
絡
く
だ
さ

い
」
と
話
し
て
い
る
。

　

神
学
院
、
修
道
会
の
平
成

20
年
度
の
新
入
生
氏
名
は
次

の
通
り
。

▼
福
岡
サ
ン･

ス
ル
ピ
ス
大

神
学
院

哲
学
科
１
年

　

川
端　

志
範
（
滑　

石
）

▼
長
崎
カ
ト
リ
ッ
ク
神
学
院

中
学
１
年

　

赤
尾　

悠
貴
（
浦　

頭
）

　

白
濱　
　

航
（
木　

鉢
）

　

山
田　

竜
輝
（
時　

津
）

　

山
田　
　

諒
（
浦　

上
）

　

髙
木　

英
世
（
熊
本･

帯
山
）

　
　
〈
入
学
式
〉

　

復
活
節
の
よ
ろ
こ
び
を
彩

る
よ
う
に
桜
の
花
も
満
開
の

４
月
６
日
（
日
）、
長
崎
カ

ト
リ
ッ
ク
神
学
院
の
入
学
式

が
、
髙
見
大
司
教
の
司
式
に

よ
り
執
り
行
わ
れ
た（
写
真
）。

　

新
入
生
５
人
は
、
家
族
、

主
任
司
祭
の
見
守
る
中
で
、

緊
張
の
面
持
ち
の
中
に
も
、

希
望
に
胸
を
ふ
く
ら
ま
せ

て
、
神
学
生
と
し
て
の
長
い

道
の
り
の
ス
タ
ー
ト
を
切
っ

た
。
式
中
、
大
司
教
は
、「
神

さ
ま
と
の
関
係
、
周
り
の
人

と
の
か
か
わ
り
を
大
切
に
で

き
る
人
に
な
っ
て
く
だ
さ

い
」
と
神
学
生
た
ち
を
励
ま

し
た
。

　

山
田
良
秋
院
長
、「
中
学

１
年
生
か
ら
で
な
く
て
も
、

途
中
の
学
年
か
ら
で
も
入
学

で
き
ま
す
か
ら
、
ぜ
ひ
、
子

供
た
ち
へ
の
呼
び
掛
け
を
お

願
い
し
ま
す
」。

▼
聖
ル
ド
ヴ
ィ
コ
神
学
院

中
学
１
年

　

濵
田
叶と

夢む

ア
ン
ド
レ

　
　
　
　
（
福
岡
・
大
名
町
）

▼
聖
コ
ル
ベ
志
願
院

高
校
１
年

　

吉
田　

忠た
だ

巧よ
し（
奈
良･

奈
良
）

▼
お
告
げ
の
マ
リ
ア
修
道
会

中
学
１
年

　

山
野
寿
美
礼
（
平　

戸
）

　

溝
口
奈
菜
美
（
大　

崎
）

　

平
川　

遼
子
（
福　

江
）

　

峯　
　

香
織
（
平　

戸
）

▼
長
崎
純
心
聖
母
会

中
学
１
年

　

今
村　

綾
花
（
神　

崎
）

　

中
野　

裕
子
（
川　

棚
）

　

山
脇　

静
華
（
早　

岐
）

行
委
員
会
製
作
の
ロ
ゴ
入
り
バ

ン
ナ
（
垂
れ
幕
）
を
聖
堂
に
掲

げ
信
徒
の
心
を
開
い
て
い
る
。

　

バ
ン
ナ
（
写
真
）
は
こ
の

２
月
、
実
行
委
員
会
か
ら
発

表
さ
れ
た
ロ
ゴ
入
り
標
語
３

点
▼
命
を
か
け
て「
い
の
ち
」

を
生
き
る
▼
と
き
を
超
え　

今
ひ
び
く　

福
者
の
祈
り
▼

証　

―
一
八
八
―
。

　

列
福
に
か
か
わ
り
の
深
い

太
田
尾
教
会
、
４
月
20
日
天

正
遣
欧
少
年
使
節
・
中
浦

ジ
ュ
リ
ア
ン
を
顕
彰
す
る
西

海
町
の
記
念
公
園
に
巡
礼
。

城
山
教
会
は
金
鍔つ

ば

次
兵
衛
神

父
の
肖
像
画
を
制
作
（
写

真
）、
聖
堂
に
掲
げ
た
。
ま

　

ブ
ラ
ジ
ル
宣
教
に
献
身
し
た
中
村

長
八
神
父
と
日
本
の
殉
教
者
ゆ
か
り

の
地
を
辿
る
た
め
、
今
年
日
本
か
ら

の
移
民
１
０
０
周
年
を
記
念
す
る
ブ

ラ
ジ
ル
か
ら
、約
20
人
の
巡
礼
団（
団

長
・
青
木
勲
日
伯
司
牧
協
会
会
長
）

が
３
月
29
日
来
日
し
た
。

　

一
行
は
中
村
神
父
の
故
郷
・
五
島

に
も
来
島
。
４
月
８
日
、
堂
崎
教
会

で
地
元
の
信
者
と
と
も
に
、
青
木
神

父
、
真
浦
健
吾
神
父
（
浦
頭
主
任
）

の
共
同
司
式
ミ
サ
で
祈
り
を
さ
さ
げ

た
。
そ
の
後
、
奥
浦
地
区
に
あ
る
中

村
神
父
の
生
家
や
分
骨
が
安
置
さ
れ

た
墓
を
訪
れ
、
遺
徳
を
し
の
ん
だ
。

　

同
神
父
は
１
９
２
３
年
、
日
本
で

最
初
の
海
外
派
遣
宣
教
師
と
し
て
ブ

ラ
ジ
ル
に
渡
り
、
17
年
間
宣
教
司
牧

と
日
伯
親
善
に
尽
く
し
、「
移
民
の

父
」
と
慕
わ
れ
た
。

　

マ
リ
ア
会
総
長
マ
ヌ
エ
ル
・
コ
ル
テ
ス
神
父

と
財
務
局
長
エ
ド
ワ
ー
ド
・
ヴ
ァ
イ
オ
レ
ッ
ト

修
道
士
が
４
月
６
日
（
日
）
小
ヶ
倉
教
会
（
高

田
裕
和
主
任
神
父
）
を
訪
問
し
た
。
説
教
の
中

で
総
長
は
「
神
へ
の
証
し
を
生
き
た
地
、
長
崎

を
訪
問
で
き
た
こ
と
の
喜
び
、
マ
リ
ア
ニ
ス
ト

の
精
神
に
触
れ
な
が
ら
、
こ
の
小
教
区
共
同
体

が
、
信
仰
共
同
体
と
し
て
成
長
す
る
た
め
に
、

主
任
司
祭
と
努
力
す
る
よ
う
に
」
と
信
徒
を
励

ま
し
た
後
、
高
田
神
父
の
誓
願
宣
立
25
周
年
の

祝
辞
を
送
っ
た
。

　

ミ
サ
の
最
後
に
、
信
徒
を
代
表
し
て
小
学
生

　

列
福
式
に
向
け
青
年
た
ち
の
輪

が
教
区
内
外
で
広
が
り
つ
つ
あ
る
。

こ
の
動
き
に
大
き
く
貢
献
し
て
い
る

の
が
長
崎
で
た
ち
あ
が
っ
た
「
青
年

列
福
準
備
会
」
だ
。
会
の
目
的
は

「
全
国
の
青
年
た
ち
が
列
福
の
喜
び

を
分
か
ち
合
い
、
受
け
継
が
れ
た
殉

教
者
の
信
仰
を
、
今
、
ど
の
よ
う
に

伝
え
て
い
く
か
を
共
に
考
え
る
」
こ

と
。
三
浦
さ
ん
は
仲
間
と
一
緒
に
定

期
的
に
勉
強
や
分
か
ち
合
い
を
行

い
、
青
少
年
担
当
の
神
父
ら
の
指
導

を
受
け
な
が
ら
、
出
し
合
っ
た
ア
イ

デ
ア
で
さ
ま
ざ
ま
な
企
画
を
検
討
・

実
行
、
情
報
の
発
信
を
し
て
い
る
。

　

企
画
の
ひ
と
つ
ロ
ウ
ソ
ク
リ

レ
ー
ミ
サ
「
証あ

か

し
灯び

」
は
、
１
本

の
大
ロ
ウ
ソ
ク
を
全
国
規
模
で
リ

レ
ー
し
、
そ
の
場
所
ご
と
に
ミ
サ

を
さ
さ
げ
心
を
ひ
と
つ
に
し
て
い

く
取
り
組
み
。
２
月
の
長
崎
で
の

出
発
式
後
、
鹿
児
島
、
広
島
へ
。

５
月
以
降
は
仙
台
・
高
松
・
東
京

な
ど
全
10
カ
所
以
上
を
経
て
、
11

月
24
日
の
列
福
式
ま
で
に
長
崎
に

戻
っ
て
く
る
。
３
月
、
ロ
ウ
ソ
ク

手
渡
し
の
た
め
鹿
児
島
を
訪
れ
た

時
、
地
元
の
青
年
た
ち
と
川
内
教

会
か
ら
京
泊
教
会
（
１
８
８
殉
教

者
の
１
人
、
レ
オ
税
所
七
右
衛
門

ゆ
か
り
の
教
会
）
跡
地
ま
で
11
㌔

を
徒
歩
巡
礼
。
交
流
、
郡
山
司
教

司
式
の
証
し
灯
ミ
サ
を
終
え
、
無

事
に
リ
レ
ー
す
る
こ
と
が
で
き

た
。
鹿
児
島
の
青
年
は
、「
ロ
ウ

ソ
ク
だ
け
で
な
く
、
全
国
の
青
年

の
殉
教
者
を
想
う
心
も
リ
レ
ー
さ

れ
、
つ
な
が
り
、
列
福
式
を
迎
え

た
い
」と
感
想
を
話
し
た
と
い
う
。

リ
レ
ー
す
る
こ
と
に
よ
っ
て

殉
教
者
の
こ
と
を
知
り
、
心

の
準
備
を
し
て
ほ
し
い
と
い

う
三
浦
さ
ん
た
ち
の
願
い
と

響
き
合
っ
た
よ
う
だ
。

　

他
教
区
の
青
年
と
の
交
流

に
も
積
極
的
な
三
浦
さ
ん
。

信
仰
あ
つ
い
仏
教
の
家
庭
で

育
ち
、
カ
ト
リ
ッ
ク
の
洗
礼

を
受
け
た
の
は
家
族
で
１
人

だ
け
だ
が
、
受
洗
の
と
き
家

族
皆
が
駆
け
つ
け
祝
っ
た
。

洗
礼
名
は
女
性
で
は
珍
し
い

パ
ウ
ロ
。「
ヨ
ハ
ネ
・
パ
ウ
ロ
２
世
教

皇
さ
ま
の
名
前
か
ら
ひ
と
つ
い
た
だ

き
ま
し
た
。
堅
信
名
は
指
導
し
て

く
だ
さ
っ
た
神
父
さ
ま
の
霊
名
を
」。

　

こ
の
４
月
か
ら
は
会
の
存
在
を

知
っ
て
も
ら
い
仲
間
を
呼
び
掛
け

よ
う
と
、
長
崎
の
教
会
を
巡
っ
て

い
る
。「
列
福
式
ま
で
、そ
の
後
も
、

ど
ん
な
出
会
い
と
喜
び
が
あ
る
か

楽
し
み
で
す
。
神
さ
ま
か
ら
の
お

恵
み
は
素
直
に
い
た
だ
い
て
い
き

た
い
」
と
笑
顔
を
輝
か
せ
た
。
浦

上
教
会
所
属
、
青
年
会
副
会
長
。

　

列
福
準
備
企
画
に
つ
い
て
は
、

「
青
年
列
福
準
備
会
」ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
ア
ド
レ
ス
（http://m

b.m
inx.

jp/wakam
ono

）
で
随
時
紹
介

し
て
い
る
。

青

年

列
福

準
備
会

 

代
表 

三
浦
佳
代
さ
ん　

―
浦
上
教
会
青
年
会

信徒に問い掛ける 「バンナ」 聖堂に

た
同
神
父
の
叙
階
の
地
、
セ

ブ
・
マ
ニ
ラ
へ
の
巡
礼
の
旅

企
画
。
島
原
、
中
町
、
山
田

な
ど
各
小
教
区
で
も
教
会
、

家
庭
で
ロ
ザ
リ
オ
、
列
福
を

求
め
る
殉
教
者
の
た
め
の
祈

り
が
さ
さ
げ
ら
れ
、
列
福
式

開
催
地
の
ム
ー
ド
は
、
日
一

日
と
高
ま
り
を
見
せ
て
い
る
。

　

バ
ン
ナ
の
申
し
込
み
先

は
列
福
式
実
行
委
員
会

（
TEL
０
９
５
‐
８
４
１
‐

７
１
３
５　

FAX
０
９
５
‐

８
４
１
‐
７
１
４
５
）。

　

11
月
24
日
の
「
ペ
ト
ロ
岐

部
と
１
８
７
殉
教
者
」
列
福

式
の
日
ま
で
２
０
０
余
日
―
。

教
区
管
内
の
小
教
区
で
は
、
福
者
た
ち
か
ら
の
叫
び
声
が

聞
こ
え
る
よ
う
な
列
福
式
実

右
か
ら
総
長
、
財
務
局
長
、

地
区
秘
書
通
訳
の
ブ
ラ
ザ
ー

主 な 殉 教 者 殉教年月日
有馬の殉教者 ８人 アドリアノ高橋主水 他７人 1613.10.7
島原・雲仙の殉教者 29人 バルタザル内堀 他２人 1627.2.21

パウロ内堀作右衛門 他15人 1627.2.28
ヨアキム峰助太夫 他９人 1627.5.17

外
海
の
洋
上
を
背
に
ト
マ
ス
次
兵
衛
神
父

三牧樺ず子作三牧樺ず子作

子供の教材（１８８殉教者）に子供の教材（１８８殉教者）に
紙芝居・すごろくなど作る紙芝居・すごろくなど作る
―下五島地区カテキスタ――下五島地区カテキスタ―

（
）
五島

２
人
が
、
自
分
た
ち
で
準
備

し
た
英
語
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
で

歓
迎
の
言
葉
を

述
べ
、
総
長
と

財
務
局
長
は
、

満
面
の
笑
顔
で

こ
の
メ
ッ
セ
ー

ジ
と
花
束
を
受

け
取
っ
た
。
歓

迎
祝
賀
会
で

は
、「
そ
う
ら

ん
節
」
の
踊
り

を
楽
し
ま
れ
、

信
徒
と
の
交
わ

り
を
深
め
た
。

今
年
は
13
時
30
分
か
ら
始
ま
り
ま
す
。

　
　

※
例
年
の
「
13
時
開
始
」
か
ら
変
更
し
て
い
ま
す
。

　
　

◆
５
月
２
、
３
日 

萩
・
津
和
野
（
浦
上
）
◆
６
月
７
、
８
日 

小
倉
・
日
出
（
西
町
）
◆
７
月
５
、
６
日 

天
草
・
有
馬
・
島
原
・
雲
仙
（
三
ツ
山
）

　
　

◆
８
月
23
、
24
日 

熊
本
・
八
代
・
薩
摩
（
城
山
）
◆
９
月
６
、
７
日 

西
坂
・
生
月
（
稲
佐
）

※
問
い
合
わ
せ
は
（　

）
内
の
各
小
教
区
へ
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

カトリック長崎大司教区
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コ
リ
ン
ト
の
信
徒
へ
の
手
紙

１　

10
章
31
節

「
あ
な
た
が
た
は
食
べ
る

に
し
ろ
飲
む
に
し
ろ
、
何
を

す
る
に
し
て
も
、
す
べ
て
神

の
栄
光
を
現
す
た
め
に
し
な

さ
い
。」

私
の
家
に
は
、
小
さ
な
庭

が
あ
る
の
で
、
そ
こ
に
季
節

の
花
や
緑
を
植
え
て
楽
し
ん

で
い
る
の
で
す
が
、
時
々
虫

た
ち
が
来
て
そ
の
き
れ
い
な

花
び
ら
や
、
葉
を
断
り
な
し

に
か
じ
っ
て
い
く
の
で
す
。

つ
ぶ
し
て
し
ま
お
う
か
と
思

う
の
で
す
が
、
ひ
た
す
ら
食

べ
て
い
る
虫
た
ち
の
姿
を
見

て
い
る
と
、
と
て
も
か
わ
い

く
な
り
、
つ
い
手
が
止
ま
っ

て
し
ま
う
の
で
す
。
こ
の
虫

た
ち
は
い
っ
た
い
何
を
考
え

て
こ
ん
な
に
せ
っ
せ
と
食
べ

て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。
ど
う

も
、
単
に
お
腹
が
減
っ
た
か

ら
と
い
っ
て
食
べ
て
い
る
の

で
は
な
い
よ
う
な
気
も
す
る

の
で
す
。
自
分
を
満
た
す
た

め
と
言
う
よ
り
、
他
の
生
き

物
の
餌
と
な
っ
た
り
、
死
ね

ば
大
地
の
肥
料
と
な
っ
て
作

物
を
実
ら
せ
た
り･･･

と
、

神
さ
ま
の
お
望
み
を
果
た
す

た
め
に
、
ひ
た
す
ら
食
べ
て

い
る
よ
う
に
思
え
る
の
で
す
。

ふ
と
、
私
た
ち
は
ど
う
だ

ろ
う
か
、
と
考
え
て
し
ま
い

ま
す
。
お
腹
が
減
っ
た
か
ら

と
い
っ
て
食
べ
、
の
ど
が
渇

い
た
か
ら
と
い
っ
て
飲
み
、

眠
く
な
っ
た
か
ら
と
い
っ
て

寝
る
。
そ
し
て
満
足
す
る
。

私
た
ち
は
多
分
こ
の
よ
う
に

自
分
の
欲
を
満
た
し
た
と
こ

ろ
で
終
わ
っ
て
い
る
の
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。
も
し
そ

う
だ
と
し
た
ら
あ
の
虫
た
ち

よ
り
も
劣
っ
て
い
る
と
言
え

そ
う
で
す
。

先
日
、
テ
レ
ビ
で
、
あ

る
外
科
の
お
医
者

さ
ん
の
話
題
が
放

送
さ
れ
て
い
ま
し

た
。
こ
の
先
生
は
、

こ
れ
ま
で
長
い
間
、

一
生
懸
命
勉
強
し
、

研
究
し
て
身
に
つ

け
た
知
識
や
技
術

を
、
自
分
の
評
判

を
高
め
、
満
足
す

る
た
め
使
う
の
で

は
な
く
、
病
に
苦
し
ん
で
い

る
多
く
の
人
を
助
け
る
こ
と

に
生
か
し
て
お
ら
れ
ま
し

た
。「
常
に
自
分
に
言
い
聞

か
せ
て
い
る
こ
と
は
、
患
者

さ
ん
を
必
ず
も
と
の
元
気
な

体
に
し
、
喜
ん
で
も
ら
う
こ

と
」。先
生
は
そ
う
お
っ
し
ゃ

り
、
待
っ
て
い
る
患
者
さ
ん

の
た
め
に
全
国
を
駆
け
ず
り

回
り
、
身
を
粉
に
し
て
働
い

て
お
ら
れ
ま
し
た
。
こ
の
先

生
の
お
姿
に
、
本
当
に
感
動

し
ま
し
た
。

私
た
ち
は
何
を
す
る
に
も

神
さ
ま
の
も
の
と
し
て
生
き

る
こ
と
を
ま
ず
第
一
に
考
え

ま
す
。
も
し
何
か
を
食
べ
て

力
を
つ
け
、
飲
ん
で
の
ど
を

う
る
お
し
、
休
ん
で
元
気
を

取
り
戻
し
た
の
な
ら
、さ
あ
、

そ
の
得
た
も
の
を
役
立
て
ま

し
ょ
う
。
友
だ
ち
の
た
め
、

家
族
の
た
め
、
そ
の
ほ
か
多

く
の
人
た
ち
の
た
め
に
。

毎
熊
智
子

（
次
回
か
ら
浦
上
教
会
学
校

ス
タ
ッ
フ
）

みことばにふれて 43

長与教会学校スタッフ長与教会学校スタッフ

カット お告げのマリア修道会
中浜　斉子

★
巡
礼
地
案
内
マ
ニ
ュ
ア
ル

『
ザ
ビ
エ
ル
と
歩
く　

な
が
さ

き
巡
礼
』

　

こ
の
ほ
ど
長

崎
巡
礼
セ
ン

タ
ー
は
、
関
係

機
関
の
協
力

を
得
て
、
長
い

信
仰
の
歴
史
を

持
っ
た
長
崎
の

宝
と
も
い
う
べ

き
教
会
堂
や
殉

教
地
、
巡
礼
に
関
連
す
る
史

跡
な
ど
計
３
９
０
点
を
紹
介

し
た
本
を
発
行
し
た
。

　

特
徴
あ
る
歴
史
を
持
つ
平

戸
・
佐
世
保
・
大
村
・
長
崎
・

島
原
・
五
島
の
エ
リ
ア
に
分

け
て
、
キ
リ
ス
ト
教
を
日
本

に
伝
え
た
ザ
ビ
エ
ル
と
と
も

に
ル
ー
ト
に
沿
っ
て
訪
ね
歩

く
と
い
う
設
定
で
構
成
さ
れ

て
い
る
。

　

セ
ン
タ
ー
長
の
中
村 

満
師

は
「
教
区
全
体
の
巡
礼
地
を

網
羅
し
た
本
が
で
き
ま
し
た
。

ぜ
ひ
本
書
を
手
に
巡
礼
の
旅

に
出
か
け
て
み
て
く
だ
さ
い
」

と
語
っ
て
い
る
。

　

定
価
は
１
６
８
０
円
（
税

込
）、
問
い
合
わ
せ
は
、
長
崎

巡
礼
セ
ン
タ
ー
へ（
℡
０
９
５

－

８
４
２

－

２
３
９
３
）。

　

第
２
回
の
旧
約
聖
書
の
と

き
は
期
間
内
に
終
わ
り
き
れ

ず
２
年
か
け
て
完
走
し
ま
し

た
。
今
回
完
走
で
き
て
嬉
し

い
で
す
。（
褥
崎
Ｓ
・
Ｎ
）

　

旧
約
聖
書
を
読
ま
せ
て
頂

き
ま
し
た
が
信
仰
を
守
る
た

め
で
し
ょ
う
か
？　

闘
い
の

連
続
だ
っ
た
よ
う
に
思
わ
れ

ま
す
。
私
等
に
何
を
語
り
か

け
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
？

主
に
近
づ
く
た
め
に
、
現
代

社
会
の
悪
罪
、
自
分
自
身
と

の
闘
い
で
し
ょ
う
か
。
慈
悲

深
い
神
に
信
頼
し
て
信
仰
を

深
め
た
い
と
つ
く
づ
く
思
い

ま
し
た
。（
大
佐
志
Ｙ
・
Ｈ
）

　

私
は
小
学
３
年
の
と
き
初

め
て
新
約
聖
書
を
少
し
読
ん

だ
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。
聖

書
マ
ラ
ソ
ン
大
会
で
聖
書
を

読
み
ま
し
た
が
、
よ
く
意
味

が
分
か
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

私
は
11
月
（
07
年
）
に
洗
礼

と
初
聖
体
の
お
恵
み
を
受
け

幸
せ
で
す
。
こ
れ
か
ら
も
神

様
の
こ
と
を
知
る
た
め
に
頑

張
り
ま
す
。（
稲
佐
Ｙ
・
Ｒ
）

　

老
人
会
・
畑
の
仕
事
と
よ

く
頑
張
れ
た
。
途
中
で
病
気

も
せ
ず
元
気
で
あ
っ
た
こ

と
が
何
よ
り
で
し
た
。
私
の

信
仰
の
証
し
と
し
て
子
供

や
孫
に
見
せ
て
や
り
た
い

と
思
う
。
76
歳
の
今
、
久
し

ぶ
り
の
充
実
感
を
味
わ
っ

て
い
ま
す
。（
山
田
Ｙ
・
Ｋ
）

　

毎
日
写
聖
を
と
先
ず
決

め
て
、
夕
食
後
で
き
な
か
っ

た
と
き
は
翌
日
補
う
よ
う

努
力
、
と
て
も
楽
し
く
続

け
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

「
み
言
葉
を
祈
る
」
大
変
よ

い
経
験
を
さ
せ
て
頂
き
ま

し
た
。（
純
心
聖
母
Ｎ
・
Ｈ
）

　

ヨ
ハ
ネ
・
ル
カ
福
音
書
に

続
い
て
マ
タ
イ
福
音
書
を
完

走
で
き
た
。
イ
エ
ス
様
の
言

葉
を
確
認
し
な
が
ら
筆
を

進
め
て
き
ま
し
た
。
反
省
し

た
り
、
納
得
し
た
り
目
で
見

る
（
読
む
）
以
上
に
ひ
と
つ

ひ
と
つ
味
わ
え
た
よ
う
に
思

い
ま
す
。（
滑
石
Ｙ
・
Ｍ
）

　

ル
カ
福
音
書
の
写
聖
に

よ
っ
て
、
さ
ら
に
内
容
を
深

め
る
こ
と
が
で
き
た
と
思

い
ま
す
。
し
か
し
、
す
べ
て

を
理
解
で
き
た
わ
け
で
な

く
、
書
い
て
い
る
側
か
ら

忘
れ
て
い
る
よ
う
な
気
に

な
っ
た
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

何
度
も
挑
戦
し
ま
す
。（
褥

崎
Ｙ
・
Ｋ
）

　

毎
日
書
く
こ
と
の
難
し

さ
を
感
じ
ま
し
た
が
（
全
く

書
け
な
い
月
も
あ
っ
て
）
書

き
上
げ
た
時
は
、
こ
の
上
な

い
喜
び
で
し
た
。（
東
京
Ｓ
・

Ｍ
）

　

一
字
一
字
言
葉
を
丁
寧

に
書
く
よ
う
に
と
あ
り
ま

し
た
が
、
う
ま
く
書
け
ま
せ

ん
で
し
た
。
で
も
そ
の
う
ち

に
心
で
味
わ
い
な
が
ら
書
く

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
神
に

感
謝
。（
援
助
マ
リ
ア
Ｓ
・
Ｈ
）

　

日
曜
日
の
福
音
が
写
聖
し

て
い
る
箇
所
と
重
な
り
、
よ

り
理
解
が
で
き
と
て
も
よ

か
っ
た
で
す
。（
中
町
Ｔ
・
Ｙ
）

　

新
約
聖
書
通
読
で
は
感
じ

え
な
か
っ
た
出
来
事
や
教
え

に
心
を
と
め
る
こ
と
が
で
き

た
。
と
く
に
復
活
を
示
唆
す

る
２
人
の
天
使
の
登
場
の

箇
所
か
ら
、
イ
エ
ス
様
ご

自
身
が
復
活
を
示
さ
れ
る

　

聖
書
、
こ
と
に
旧
約
聖
書

は
解
釈
が
難
し
く
、
自
分
に

と
っ
て
は
繰
り
返
し
読
む
こ

と
が
大
事
だ
と
思
い
ま
す
。

意
気
込
ま
ず
、
頼
り
な
い
走

り
の
中
で
、
そ
の
箇
所
箇
所

の
情
景
を
想
像
し
、
み
言
葉

に
心
を
寄
せ
な
が
ら
楽
し
い

完
走
を
目
指
し
ま
し
た
。（
大

野
Ｓ
・
Ｋ
）

　

聖
書
の
中
で
子
供
た
ち
に
、

両
親
に
従
い
な
さ
い
、
父
と

母
を
敬
い
な
さ
い
、
こ
れ
は

約
束
を
伴
う
最
初
の
掟
と

い
っ
て
い
ま
す
。
最
近
子
供

が
親
を
殺
し
た
り
、
親
が
子

供
を
と
悲
し
い
事
件
が
多
す

ぎ
ま
す
。
今
回
は
聖
書
の
中

の
主
の
教
え
と
自
分
た
ち
の

今
の
生
活
と
比
較
し
て
読
ん

で
み
ま
し
た
。（
俵
町
Ａ
・
Ｍ
）

　

苦
し
い
マ
ラ
ソ
ン
で
し

た
。
あ
え
ぎ
、
あ
え
ぎ
よ
う

や
く
ゴ
ー
ル
イ
ン
で
き
ま
し

た
。（
宝
亀
Ｈ
・
Ａ
）

　

何
度
読
ん
で
も
聖
書
は
難

し
い
。
普
段
の
生
活
の
中
で

本
を
手
に
と
っ
て
読
む
こ
と

の
少
な
い
私
が
、
楽
し
み
に

聖
書
を
読
む
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。（
平
戸
Ａ
・
Ｓ
）

場
面
は
、
私
の
中
で
も
ク
ラ

イ
マ
ッ
ク
ス
だ
っ
た
。「
気

づ
き
・
感
じ
る
・
思
う
・
祈

る
」
こ
と
が
で
き
た
こ
と
に

感
謝
！
（
東
長
崎
Ｉ
・
Ｋ
）

　

今
回
初
め
て
期
日
ま
で
に

完
走
で
き
ま
し
た
。「
私
は

世
の
終
わ
り
ま
で
い
つ
も
あ

な
た
た
ち
と
と
も
に
い
る
」

最
後
の
み
言
葉
が
あ
り
が
た

く
心
に
残
り
ま
す
。（
浦
上

Ｈ
・
Ｔ
）

　

マ
タ
イ
に
よ
る
福
音
書
写

聖
毛
筆
が
上
手
に
で
き
ず
途

中
で
ペ
ン
習
字
に
切
り
替
え

完
走
し
ま
し
た
。
マ
タ
イ
章

が
毎
日
の
よ
う
に
思
い
だ
さ

れ
話
し
す
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。（
城
山
Ｎ
・
Ｒ
）

　

１
枚
書
く
の
に
30
〜
40
分

（
１
５
３
枚
あ
り
ま
す
）び
っ

く
り
す
る
ほ
ど
の
時
間
。
途

中
で
弱
音
を
吐
い
た
り
し
ま

し
た
が
、
福
音
書
の
最
後
に

「
わ
た
し
は
世
の
終
わ
り
ま

で
い
つ
も
あ
な
た
が
た
と
と

も
に
い
る
」
を
書
き
終
え
た

と
き
、
完
走
し
た
達
成
感
と

み
言
葉
の
余
韻
が
残
り
感
慨

深
い
心
を
頂
き
ま
し
た
。（
お

告
げ
の
マ
リ
ア
Ｋ
・
Ｍ
）

教
区
評
議
会
主
催
の
「
聖
書
愛
読
マ
ラ
ソ
ン
大
会
」
が
、
今

年
は
聖
パ
ウ
ロ
生
誕
２
０
０
０
年
を
記
念
す
る
「
パ
ウ
ロ
年
」

に
合
わ
せ
実
施
さ
れ
ま
す
。
期
間
は
、
６
月
28
日
か
ら
来
年
６

月
29
日
ま
で
。
コ
ー
ス
は
▼
パ
ウ
ロ
年
（
使
徒
言
行
録
と
パ
ウ
ロ

の
手
紙
全
編
）
▼
新
約
聖
書
通
読
（
新
約
聖
書
全
編
）
▼
マ
ル

コ
福
音
書
写
聖（
毛
筆
手
本
を
送
付
）の
３
つ
で
複
数
参
加
も
可
。

希
望
者
は
小
教
区
に
配
布
さ
れ
て
い
る
申
し
込
み
は
が
き
に

必
要
事
項
を
記
載
し
、
担
当
者
あ
て
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
完

走
の
際
も
完
走
は
が
き
に
て
連
絡
と
な
り
ま
す
。

大野、江上教会大野、江上教会
重要文化財に指定重要文化財に指定
（文化審議会）（文化審議会）

大野教会大野教会

江上教会江上教会

「パウロ年」に合わせ「パウロ年」に合わせ

聖書愛読マラソン大会聖書愛読マラソン大会

戦災孤児の父となって
ゼノ修道士写真展

２００８年６月３日㈫～８日㈰
長崎県美術館１Ｆギャラリー

開館時間　10：00～ 20：00　入場無料
主催　聖母の騎士社
協力　聖コルベ記念館
　　　聖母の騎士学園・同窓会
協賛　カトリック長崎大司教区 福音化推進部

　

文
化
審
議
会
は
４
月
18

日
、
県
指
定
文
化
財
の
長
崎

市
「
大
野
教
会
」
と
五
島
市

「
江
上
教
会
」
な
ど
10
カ
所

の
建
造
物
を
重
要
文
化
財
に

指
定
す
る
よ
う
渡
海
文
科
相

に
答
申
し
た
。

　
〈
大
野
教
会
＝
写
真
〉
長

崎
市
下
大
野
町
、
出
津
教
会

巡
回
（
主
任
片
岡
久
司
師
）

１
８
９
３
年
ド
・
ロ
神
父
の

設
計
指
導
で
玄
武
岩
を
外
壁

に
し
た
瓦
葺
き
の
教
会
。

　
〈
江
上
教
会
＝
写
真
〉
五

島
市
奈
留
町
、
奈
留
教

会
巡
回
（
主
任
本
田
靖
彦

師
）
１
９
１
７
年
鉄
川
与
助

の
設
計
・
施
工
に
よ
る
木

造
、
瓦
葺
き
の
教
会
。
県
が

２
０
１
１
年
目
標
に
世
界
遺

産
登
録
を
目
指
し
て
い
る
教

会
群
と
関
連
遺
産
は
35
件
と

な
る
。（
写
真 

三
沢
博
昭
氏
）


